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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インレットを有するケースと、アウトレットを有するキャップと、前記ケースの開口と
同開口に向かい合う前記キャップの開口との間に設けられるフィルタエレメントとを備え
る内燃機関のエアクリーナにおいて、
　前記ケースには、内燃機関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を
構成するケース通路が形成されており、
　前記ケース通路は、ケース本体の縁部に形成されており、
　前記キャップには、前記還流通路における前記ケース通路よりも下流側の部分を構成す
るキャップ通路が形成されており、
　前記キャップ通路は、キャップ本体の縁部に形成されており、
　前記ケース通路と前記キャップ通路とは、前記ケースと前記キャップとを組み付けるこ
とに伴い連通されるように構成されており、
　前記ケース通路の下流側端部と前記キャップ通路の上流側端部との間には、接続部材が
介設されている、
　内燃機関のエアクリーナ。
【請求項２】
　前記ケース通路の下流側端部と前記キャップ通路の上流側端部とは同一軸線上に位置し
ており、
　前記接続部材は、直管状である、



(2) JP 6790810 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

　請求項１に記載の内燃機関のエアクリーナ。
【請求項３】
　前記接続部材は、前記ケース通路の下流側端部に固定されている、
　請求項１または請求項２に記載の内燃機関のエアクリーナ。
【請求項４】
　前記キャップは、前記キャップ本体を外周側から覆う外周壁を有しており、
　前記外周壁には、前記キャップ通路の上流側端部を外部に露出させる切欠部が形成され
ている、
　請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の内燃機関のエアクリーナ。
【請求項５】
　インレットを有するケースと、アウトレットを有するキャップと、前記ケースの開口と
同開口に向かい合う前記キャップの開口との間に設けられるフィルタエレメントとを備え
る内燃機関のエアクリーナにおいて、
　前記ケースには、内燃機関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を
構成するケース通路が形成されており、
　前記ケース通路は、ケース本体の縁部に形成されており、
　前記キャップには、前記還流通路における前記ケース通路よりも下流側の部分を構成す
るキャップ通路が形成されており、
　前記キャップ通路は、キャップ本体の縁部に形成されており、
　前記ケース通路と前記キャップ通路とは、前記ケースと前記キャップとを組み付けるこ
とに伴い連通されるように構成されており、
　前記キャップは、前記キャップ本体を外周側から覆う外周壁を有しており、
　前記外周壁には、前記キャップ通路の上流側端部を外部に露出させる切欠部が形成され
ている、
　内燃機関のエアクリーナ。
【請求項６】
　インレットを有するケースと、アウトレットを有するキャップと、前記ケースの開口と
同開口に向かい合う前記キャップの開口との間に設けられるフィルタエレメントとを備え
る内燃機関のエアクリーナにおいて、
　前記ケースには、内燃機関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を
構成するケース通路が形成されており、
　前記キャップには、前記還流通路における前記ケース通路よりも下流側の部分を構成す
るキャップ通路が形成されており、
　前記キャップ通路は、その上流側端部から上方に向けて延在する縦穴部と、前記縦穴部
の上端部から屈曲して延在する横穴部とを有しており、
　前記ケース通路と前記キャップ通路とは、前記ケースと前記キャップとを組み付けるこ
とに伴い連通されるように構成されている、
　内燃機関のエアクリーナ。
【請求項７】
　前記ケースは、前記開口を取り囲む開口側周壁部、及び前記開口側周壁部に連なる第１
のケース通路形成部を有する第１のケース成形体と、ケース本体の底壁、前記底壁に連な
る底壁側周壁部、及び前記底壁側周壁部の縁部に形成された第２のケース通路形成部を有
する第２のケース成形体とを備えており、
　前記開口側周壁部の周縁と前記底壁側周壁部の周縁とが接合されることにより前記ケー
ス本体が形成されており、
　前記第１のケース通路形成部と前記第２のケース通路形成部とが接合されることにより
前記ケース通路が形成されている、
　請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の内燃機関のエアクリーナ。
【請求項８】
　インレットを有するケースと、アウトレットを有するキャップと、前記ケースの開口と
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同開口に向かい合う前記キャップの開口との間に設けられるフィルタエレメントとを備え
る内燃機関のエアクリーナにおいて、
　前記ケースには、内燃機関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を
構成するケース通路が形成されており、
　前記ケース通路は、ケース本体の縁部に形成されており、
　前記キャップには、前記還流通路における前記ケース通路よりも下流側の部分を構成す
るキャップ通路が形成されており、
　前記キャップ通路は、キャップ本体の縁部に形成されており、
　前記ケース通路と前記キャップ通路とは、前記ケースと前記キャップとを組み付けるこ
とに伴い連通されるように構成されており、
　前記ケースは、前記開口を取り囲む開口側周壁部、及び前記開口側周壁部に連なる第１
のケース通路形成部を有する第１のケース成形体と、ケース本体の底壁、前記底壁に連な
る底壁側周壁部、及び前記底壁側周壁部の縁部に形成された第２のケース通路形成部を有
する第２のケース成形体とを備えており、
　前記開口側周壁部の周縁と前記底壁側周壁部の周縁とが接合されることにより前記ケー
ス本体が形成されており、
　前記第１のケース通路形成部と前記第２のケース通路形成部とが接合されることにより
前記ケース通路が形成されている、
　内燃機関のエアクリーナ。
【請求項９】
　前記キャップは、前記開口を取り囲む開口側周壁部及び前記開口側周壁部に連なる第１
のキャップ通路形成部を有する第１のキャップ成形体と、キャップ本体の頂壁、前記頂壁
に連なる頂壁側周壁部、及び前記頂壁の縁部に形成された第２のキャップ通路形成部を有
する第２のキャップ成形体とを備えており、
　前記開口側周壁部の周縁と前記頂壁側周壁部の周縁とが接合されることにより前記キャ
ップ本体が形成されており、
　前記第１のキャップ通路形成部と前記第２のキャップ通路形成部とが接合されることに
より前記キャップ通路が形成されている、
　請求項１～請求項８のいずれか一項に記載の内燃機関のエアクリーナ。
【請求項１０】
　インレットを有するケースと、アウトレットを有するキャップと、前記ケースの開口と
同開口に向かい合う前記キャップの開口との間に設けられるフィルタエレメントとを備え
る内燃機関のエアクリーナにおいて、
　前記ケースには、内燃機関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を
構成するケース通路が形成されており、
　前記ケース通路は、ケース本体の縁部に形成されており、
　前記キャップには、前記還流通路における前記ケース通路よりも下流側の部分を構成す
るキャップ通路が形成されており、
　前記キャップ通路は、キャップ本体の縁部に形成されており、
　前記ケース通路と前記キャップ通路とは、前記ケースと前記キャップとを組み付けるこ
とに伴い連通されるように構成されており、
　前記キャップは、前記開口を取り囲む開口側周壁部及び前記開口側周壁部に連なる第１
のキャップ通路形成部を有する第１のキャップ成形体と、キャップ本体の頂壁、前記頂壁
に連なる頂壁側周壁部、及び前記頂壁の縁部に形成された第２のキャップ通路形成部を有
する第２のキャップ成形体とを備えており、
　前記開口側周壁部の周縁と前記頂壁側周壁部の周縁とが接合されることにより前記キャ
ップ本体が形成されており、
　前記第１のキャップ通路形成部と前記第２のキャップ通路形成部とが接合されることに
より前記キャップ通路が形成されている、
　内燃機関のエアクリーナ。
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【請求項１１】
　前記キャップ通路の下流側端部は、前記アウトレットに接続されている、
　請求項１～請求項１０のいずれか一項に記載の内燃機関のエアクリーナ。
【請求項１２】
　前記ケース通路は、その上流側端部から上方に向けて延在する縦穴部と、前記縦穴部の
上端部において屈曲して延在する横穴部とを有している、
　請求項１～請求項１１のいずれか一項に記載の内燃機関のエアクリーナ。
【請求項１３】
　前記キャップ通路は、その上流側端部から上方に向けて延在する縦穴部と、前記縦穴部
の上端部から屈曲して延在する横穴部とを有している、
　請求項１～請求項５、請求項７～請求項１２のいずれか一項に記載の内燃機関のエアク
リーナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関のエアクリーナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関の吸気通路には、吸気を濾過するエアクリーナが設けられている。こうしたエ
アクリーナとしては、インレットを有するケースと、アウトレットを有するキャップと、
ケースの開口と同開口に向かい合うキャップの開口との間に設けられるフィルタエレメン
トとを備えたものがある。
【０００３】
　また、内燃機関には、クランクケース内のブローバイガスを吸気通路に還流させるＰＣ
Ｖ（Positive Crankcase Ventilation）システムが設けられている。ＰＣＶシステムにお
いては、クランクケース内のブローバイガスが、例えばシリンダブロック及びシリンダヘ
ッドに形成された通路を通じてシリンダヘッドカバーの内部に導入され、シリンダヘッド
カバーの内部に形成されたオイルミストセパレータを通過する際に、ブローバイガスに含
まれるオイルミストの一部が分離除去される。そして、オイルミストが除去されたブロー
バイガスは、シリンダヘッドカバーからホースを通じて吸気通路に還流される。
【０００４】
　また、こうしたホースがエアクリーナのキャップの内部に連通されているものがある（
例えば特許文献１参照）。特許文献１に記載のエアクリーナでは、エアクリーナのケース
の外面やキャップの外面、あるいはキャップの内面に複数のリブが突設されている。これ
らの複数のリブを覆うようにカバーが設けられている。カバーの内面には、上記複数のリ
ブと交互に並ぶ複数のリブが突設されており、ラビリンス構造が形成されている。上記エ
アクリーナによれば、ブローバイガスがカバーの内部を通過する際に、オイルミストがリ
ブに衝突することで分離される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－５４９２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、特許文献１に記載のものも含む従来のエアクリーナにおいては、ブローバイ
ガスの還流通路の一部を構成するホースが、シリンダヘッドカバーなどの機関本体側とキ
ャップとの間に介設される。ホースは、ゴム材料などにより形成されており、ある程度の
剛性を有している。そのため、ホースを撓ませることが難しく、機関本体側の接続部とキ
ャップ側の接続部との間に障害物があると、ホースの組み付け作業が困難となる。
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【０００７】
　これに対して、上記障害物を回避できる特殊な形状のホースを採用することが考えられ
る。しかしながら、この場合には、上記障害物を避ける特殊な形状のホースが必要となり
、エアクリーナの周辺の構成が複雑になるという新たな問題が生じる。
【０００８】
　本発明の目的は、周辺の構成を簡単にすることのできる内燃機関のエアクリーナを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための内燃機関のエアクリーナは、インレットを有するケースと、
アウトレットを有するキャップと、前記ケースの開口と同開口に向かい合う前記キャップ
の開口との間に設けられるフィルタエレメントとを備えるものであり、前記ケースには、
内燃機関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を構成するケース通路
が形成されており、前記キャップには、前記還流通路における前記ケース通路よりも下流
側の部分を構成するキャップ通路が形成されており、前記ケース通路と前記キャップ通路
とは、前記ケースと前記キャップとを組み付けることに伴い連通されるように構成されて
いる。
【００１０】
　同構成によれば、エアクリーナのケースとキャップとを組み付けることにより、内燃機
関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を構成するケース通路とキャ
ップ通路とが連通される。これにより、ブローバイガスの還流通路の一部を構成するホー
スの長さを短くする、あるいはホース自体を省略することが可能となる。したがって、エ
アクリーナの周辺の構成を簡単にすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、エアクリーナの周辺の構成を簡単にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】内燃機関のエアクリーナの一実施形態について、エアクリーナ全体を示す斜視図
。
【図２】同実施形態におけるエアクリーナを構成する各部品を互いに離間して示す分解斜
視図。
【図３】図１の３－３線に沿った断面構造を示す断面図。
【図４】同実施形態におけるケースを表側から示す斜視図。
【図５】同実施形態におけるキャップを表側から示す斜視図。
【図６】同実施形態における第１のケース成形体を裏側から示す斜視図。
【図７】同実施形態における第２のケース成形体を表側から示す斜視図。
【図８】同実施形態における第１のキャップ成形体を表側から示す斜視図。
【図９】同実施形態における第１のキャップ成形体を裏側から示す斜視図。
【図１０】同実施形態における第２のキャップ成形体を表側から示す斜視図。
【図１１】同実施形態における第２のキャップ成形体を裏側から示す斜視図。
【図１２】同実施形態におけるエアクリーナを構成する各部品を互いに離間して示す分解
斜視図であって、ブローバイガスの還流通路におけるケース通路及びキャップ通路に対応
する部分を拡大して示す分解斜視図。
【図１３】同実施形態におけるエアクリーナの平面図であって、ケース通路及びキャップ
通路に対応する部分を拡大して示す平面図。
【図１４】図１３の１４－１４線に沿った断面構造を示す断面図。
【図１５】図１３の１５－１５線に沿った断面構造を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　以下、図１～図１５を参照して、本発明を自動車のエンジンルーム内に搭載される車載
内燃機関のエアクリーナ（以下、エアクリーナ１０）として具体化した一実施形態につい
て説明する。
【００１４】
　なお、以降において、車両の前後方向の前側及び後側をそれぞれ単に前側及び後側とし
て説明する。また、車両の後方から前方を視たときの右側及び左側を単に右側及び左側と
して説明する。
【００１５】
　図１～図３に示すように、エアクリーナ１０は、インレットダクト２６が一体に形成さ
れたケース２０と、アウトレット５６を有するキャップ５０と、ケース２０の上部に形成
された長方形状の開口２２と同開口２２に向かい合うキャップ５０の下部に形成された長
方形状の開口５２との間に設けられるフィルタエレメント８０とを備えている。
【００１６】
　＜ケース２０＞
　図３及び図４に示すように、ケース２０は、上記開口２２を取り囲む周壁２３及び底壁
２４を有する扁平形状のケース本体２１と、周壁２３に接続されたインレットダクト２６
と、インレットダクト２６の途中に接続されたレゾネータ４８とを備えている。
【００１７】
　図３に示すように、開口２２の周縁には、フランジ２５が全周にわたって形成されてい
る。
　図４に示すように、周壁２３の左側縁部には、内燃機関のブローバイガスを吸気通路に
還流させる還流通路の一部を構成するケース通路４０が形成されている。
【００１８】
　ケース本体２１の角部に対応する部分には、ケース２０とキャップ５０とを締結するた
めのクランプ９５（図１及び図２参照）が掛止される都合４つの被掛止部４９が形成され
ている。
【００１９】
　図３及び図４に示すように、インレットダクト２６は、ケース本体２１の周壁２３の前
面に接続されるとともに周方向に沿って延在する接続部２６１、及び接続部２６１から前
側に向けて膨出された膨出部２６２を有している。接続部２６１は、周壁２３の前面の幅
全体にわたって形成されている。
【００２０】
　また、インレットダクト２６は、膨出部２６２から車幅方向に沿って左側に向けて延在
する第１の延在部２７、第１の延在部２７から前側に向けて折り返された折り返し部２９
、及び折り返し部２９から車幅方向に沿って右側に向けて延在する第２の延在部２８を有
している。
【００２１】
　本実施形態のインレットダクト２６においては、エアの流路断面積が、第１の延在部２
７から接続部２６１に向けて徐々に大きくされている。
　レゾネータ４８は、インレットダクト２６の膨出部２６２の前面に接続されており、右
側に向けて延在するとともにその端部は後側に向けて突出しており、ケース本体２１の右
側に位置している。
【００２２】
　図４及び図１２に示すように、ケース通路４０は、インレットダクト２６の第１の延在
部２７の後側縁部からケース本体２１の周壁２３の左側縁部にかけて形成されている。
　図１２に示すように、ケース通路４０は、上下方向に延在する上流側縦穴部４１と、上
流側縦穴部４１の上端部において屈曲するとともに第１の延在部２７の後側縁部及び周壁
２３の左側縁部に沿って延在する横穴部４３と、横穴部４３の下流側端部、すなわち後端
部において屈曲するとともに上方に向けて延在する下流側縦穴部４４とを有している。
【００２３】
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　図４、図１２及び図１４に示すように、上流側縦穴部４１の上流側端部４２は、円筒状
をなしており、下方に向けて突出している。この上流側端部４２には、図示しない直管状
のホースが外嵌されるとともに同ホースは、直下に位置する図示しないシリンダヘッドカ
バーに接続される。
【００２４】
　図４、図１２及び図１５に示すように、下流側縦穴部４４の下流側端部４５は、円筒状
をなしており、上方に向けて突出している。この下流側端部４５には、直管状のホース９
０が外嵌されている。また、ホース９０は、クリップ９１により下流側端部４５に固定さ
れている。
【００２５】
　図２～図４に示すように、ケース２０は、第１のケース成形体３０と、第１のケース成
形体３０の下側に設けられた第２のケース成形体３５とに分割して形成されている。
　図２、図４及び図６に示すように、第１のケース成形体３０は、開口２２を取り囲む開
口側周壁部３１、開口側周壁部３１に連なって延在する半割筒状の第１のインレットダク
ト半割部３２、及び第１のインレットダクト半割部３２に連なって延在する半割筒状の第
１のレゾネータ半割部３４を有している。また、開口側周壁部３１の左側縁部には、第１
のケース通路形成部３３が形成されている。第１のケース成形体３０は、硬質樹脂材料に
より一体に形成されている。
【００２６】
　図２、図４及び図７に示すように、第２のケース成形体３５は、底壁２４、底壁２４に
連なる底壁側周壁部３６、底壁側周壁部３６に連なって延在する半割筒状の第２のインレ
ットダクト半割部３７、第２のインレットダクト半割部３７に連なって延在する半割筒状
の第２のレゾネータ半割部３９を有している。また、底壁側周壁部３６の左側縁部には、
第２のケース通路形成部３８が形成されている。第２のケース成形体３５は、硬質樹脂材
料により一体に形成されている。
【００２７】
　図２及び図４に示すように、第１のケース成形体３０の周縁と第２のケース成形体３５
の周縁とが振動溶着にて接合されることにより、ケース２０が形成されている。
　すなわち、開口側周壁部３１の周縁と底壁側周壁部３６の周縁とが接合されることによ
り、ケース本体２１が形成されている。第１のインレットダクト半割部３２の周縁と第２
のインレットダクト半割部３７の周縁とが接合されることにより、インレットダクト２６
が形成されている。第１のレゾネータ半割部３４の周縁と第２のレゾネータ半割部３９の
周縁とが接合されることにより、ヘルムホルツのレゾネータ４８が形成されている。
【００２８】
　また、第１のケース通路形成部３３の周縁と第２のケース通路形成部３８の周縁とが接
合されることにより、ケース通路４０が形成されている。
　＜キャップ５０＞
　図３及び図５に示すように、キャップ５０は、前記開口５２を取り囲む周壁５３及び頂
壁５４を有する扁平形状のキャップ本体５１と、キャップ本体５１に一体に形成されたア
ウトレット５６とを備えている。
【００２９】
　図３に示すように、開口５２の周縁には、フランジ５５が全周にわたって形成されてい
る。
　図５に示すように、周壁５３の左側縁部には、前記還流通路におけるケース通路４０よ
りも下流側の部分を構成するキャップ通路７０が形成されている。
【００３０】
　キャップ本体５１の角部に対応する部分には、クランプ９５（図１及び図２参照）を傾
動可能に支持する都合４つの支持部７９が形成されている。
　図３及び図５に示すように、アウトレット５６は、キャップ本体５１の周壁５３の後面
に接続されるとともに後側に向けて突出するとともに、その下流側端部は下方を指向して
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いる。
【００３１】
　図５及び図１２に示すように、キャップ通路７０は、キャップ本体５１の左側縁部から
アウトレット５６の左側縁部にかけて形成されている。
　図１２に示すように、キャップ通路７０は、上下方向に延在する縦穴部７１と、縦穴部
７１の上端部において屈曲して後側に延在し、更に屈曲して右側に向けて延在する横穴部
７３とを有している。横穴部７３の下流側端部７４は、アウトレット５６に接続されてい
る。
【００３２】
　図１２及び図１５に示すように、縦穴部７１の上流側端部７２は、円筒状をなしており
、下方に向けて突出している。
　図１２及び図１５に示すように、ケース通路４０の下流側端部４５とキャップ通路７０
の上流側端部７２とは同一軸線上に位置している。キャップ通路７０の上流側端部７２に
は、前記ホース９０が外嵌されている。
【００３３】
　図２、図６～図８に示すように、キャップ５０は、第１のキャップ成形体６０と、第１
のキャップ成形体６０の上側に設けられた第２のキャップ成形体６５とに分割されて形成
されている。
【００３４】
　図２、図８及び図９に示すように、第１のキャップ成形体６０は、開口５２を取り囲む
開口側周壁部６１、及び開口側周壁部６１に連なって後側に向けて延在する第１のアウト
レット成形部６３を有している。また、開口側周壁部６１及び第１のアウトレット成形部
６３の左側縁部には、第１のキャップ通路形成部６２が形成されている。
【００３５】
　また、第１のキャップ成形体６０には、キャップ本体５１を外周側から覆う外周壁５７
が形成されている。外周壁５７に、前記支持部７９が形成されている。外周壁５７には、
キャップ通路７０の上流側端部７２を外部に露出させる切欠部５８が形成されている。第
１のキャップ成形体６０は、硬質樹脂材料により一体に形成されている。
【００３６】
　図２、図１０及び図１１に示すように、第２のキャップ成形体６５は、キャップ本体５
１の頂壁５４、頂壁５４に連なる頂壁側周壁部６６、頂壁側周壁部６６に連なって後側に
向けて延在する第２のアウトレット成形部６８を有している。また、頂壁側周壁部６６の
左側縁部には、第２のキャップ通路形成部６７が形成されている。第２のキャップ成形体
６５は、硬質樹脂材料により一体に形成されている。
【００３７】
　図２及び図５に示すように、第１のキャップ成形体６０の周縁と第２のキャップ成形体
６５の周縁とが振動溶着にて接合されることにより、キャップ５０が形成されている。
　すなわち、開口側周壁部６１の周縁と頂壁側周壁部６６の周縁とが接合されることによ
り、キャップ本体５１が形成されている。第１のアウトレット成形部６３の周縁と第２の
アウトレット成形部６８の周縁とが接合されることにより、アウトレット５６が形成され
ている。
【００３８】
　また、第１のキャップ通路形成部６２の周縁と第２のキャップ通路形成部６７の周縁と
が接合されることにより、キャップ通路７０が形成されている。
　＜フィルタエレメント８０＞
　図２及び図３に示すように、フィルタエレメント８０は、不織布や濾紙などの濾材シー
トを襞折りすることにより形成された濾過部８１と、濾過部８１の周縁に形成された環状
のシール部８２とを有している。シール部８２は、独立気泡のポリウレタンなどの弾性部
材により形成されている。
【００３９】
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　図３に示すように、ケース２０のフランジ２５とキャップ５０のフランジ５５とによっ
てシール部８２が挟持されることにより、キャップ５０のフランジ５５とシール部８２と
の間がシールされている。
【００４０】
　こうしたエアクリーナ１０においては、ケース２０に対してキャップ５０を組み付ける
ことに伴い、キャップ通路７０の上流側端部７２がホース９０に外嵌される。これにより
、ケース通路４０とキャップ通路７０とが連通される。
【００４１】
　以上説明した本実施形態に係る内燃機関のエアクリーナによれば、以下に示す効果が得
られるようになる。
　（１）内燃機関のエアクリーナ１０のケース２０には、内燃機関のブローバイガスを吸
気通路に還流させる還流通路の一部を構成するケース通路４０が形成されている。キャッ
プ５０には、還流通路におけるケース通路４０よりも下流側の部分を構成するキャップ通
路７０が形成されている。ケース通路４０とキャップ通路７０とは、ケース２０とキャッ
プ５０とを組み付けることに伴い連通されるように構成されている。
【００４２】
　こうした構成によれば、エアクリーナ１０のケース２０とキャップ５０とを組み付ける
ことにより、内燃機関のブローバイガスを吸気通路に還流させる還流通路の一部を構成す
るケース通路４０とキャップ通路７０とが連通される。
【００４３】
　これにより、ブローバイガスの還流通路の一部を構成するホースの長さを短くすること
が可能となり、特殊な形状のホースが不要となる。したがって、エアクリーナ１０の周辺
の構成を簡単にすることができる。
【００４４】
　（２）ケース通路４０は、ケース本体２１の縁部に形成されている。キャップ通路７０
は、キャップ本体５１の縁部に形成されている。
　こうした構成によれば、ケース２０にケース通路４０を設けることに起因してケース本
体２１の内部空間、すなわち吸気通路の形状が影響を受けることを適切に回避できる。ま
た、キャップ５０にキャップ通路７０を設けることに起因してキャップ本体５１の内部空
間、すなわち吸気通路の形状が影響を受けることを適切に回避できる。
【００４５】
　（３）ケース通路４０の下流側端部４５とキャップ通路７０の上流側端部７２とは同一
軸線上に位置している。
　こうした構成によれば、エアクリーナ１０のケース２０の開口２２とキャップ５０の開
口５２とを向かい合わせて組み付けることによって、ケース通路４０とキャップ通路７０
とを容易に連通させることが可能となる。したがって、ケース２０とキャップ５０との組
み付け作業を容易に行うことができる。
【００４６】
　（４）ケース通路４０の下流側端部４５とキャップ通路７０の上流側端部７２との間に
は、直管状のホース９０が介設されている。
　こうした構成によれば、ケース通路４０の下流側端部４５とキャップ通路７０の上流側
端部７２との間がホース９０を介して連通される。
【００４７】
　また、直管状のホース９０がキャップ５０をケース２０に対して組み付ける際のガイド
として機能するため、ケース２０とキャップ５０との組み付け作業を容易に行うことがで
きる。
【００４８】
　（５）ホース９０は、ケース通路４０の下流側端部４５に固定されている。
　ケース２０からキャップ５０を外す際に、ホース９０がケース２０から外れることがあ
る。この場合、ケース２０に対してキャップ５０を組み付ける際に、ホース９０をケース
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通路４０の下流側端部４５に組み付け直す必要があり、組み付け作業が煩雑になる。
【００４９】
　この点、上記構成によれば、ホース９０がケース通路４０の下流側端部４５に固定され
ているため、ケース２０からキャップ５０を外す際に、ホース９０がケース２０から外れ
ることがない。このため、ケース２０に対してキャップ５０を組み付ける際に、ホース９
０をケース通路４０の下流側端部４５に組み付け直す作業が不要となり、ケース２０に対
するキャップ５０の組み付け作業を容易に行うことができる。
【００５０】
　（６）キャップ５０は、キャップ本体５１を外周側から覆う外周壁５７を有している。
外周壁５７には、キャップ通路７０の上流側端部７２を外部に露出させる切欠部５８が形
成されている。
【００５１】
　キャップ本体５１を外周側から覆う外周壁５７を一体に形成し、外周壁５７に、ケース
２０とキャップ５０とを締結するためのクランプ９５の支持部７９を形成することが考え
られる。
【００５２】
　ただし、この場合、キャップ通路７０の上流側端部７２が外周側から外周壁５７によっ
て覆われていると、ケース通路４０の下流側端部４５に固定されたホース９０に対してキ
ャップ通路７０の上流側端部７２が正規の位置まで差し込まれているか否かを作業者は目
視で確認することが難しい。
【００５３】
　この点、上記構成によれば、切欠部５８を通じてキャップ通路７０の上流側端部７２が
外部に露出されることから、作業者は、上記ホース９０に対してキャップ通路７０の上流
側端部７２が正規の位置まで差し込まれていることを目視で確認することができる。
【００５４】
　（７）キャップ通路７０の下流側端部７４は、アウトレット５６に接続されている。
　キャップ通路７０の下流側端部７４をキャップ本体５１に接続した場合には、ブローバ
イガスがキャップ本体５１の内部に還流される。そのため、本実施形態のようにキャップ
本体５１が扁平形状である場合には、ブローバイガスに含まれるオイルミストがフィルタ
エレメント８０の濾過部８１に付着しやすく、同濾過部８１の濾過性能を低下させるおそ
れがある。
【００５５】
　この点、上記構成によれば、キャップ通路７０の下流側端部７４がアウトレット５６に
接続されているため、ブローバイガスはアウトレット５６よりも下流側に向けて流れるこ
ととなり、オイルミストがフィルタエレメント８０の濾過部８１に付着することを適切に
回避することができる。
【００５６】
　（８）ケース通路４０は、その上流側端部４２から上方に向けて延在する上流側縦穴部
４１と、上流側縦穴部４１の上端部において屈曲して延在する横穴部４３とを有している
。
【００５７】
　こうした構成によれば、図１４に破線の矢印にて示すように、ブローバイガスがケース
通路４０の上流側縦穴部４１と横穴部４３との間の屈曲部分を通過する際に、同屈曲部分
の天井面４６に衝突することでブローバイガスに含まれるオイルミストが分離されやすく
なる。したがって、ブローバイガスに含まれるオイルミストが吸気通路に流入することを
抑制することができる。
【００５８】
　（９）キャップ通路７０は、その上流側端部７２から上方に向けて延在する縦穴部７１
と、縦穴部７１の上端部から屈曲して延在する横穴部７３とを有している。
　こうした構成によれば、図１５に破線の矢印にて示すように、ブローバイガスがキャッ
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プ通路７０の縦穴部７１と横穴部７３との間の屈曲部分を通過する際に、同屈曲部分の天
井面７５に衝突することでブローバイガスに含まれるオイルミストが分離されやすくなる
。したがって、ブローバイガスに含まれるオイルミストが吸気通路に流入することを抑制
することができる。
【００５９】
　（１０）ケース２０は、開口側周壁部３１及び第１のケース通路形成部３３を有する第
１のケース成形体３０と、底壁２４、底壁側周壁部３６、及び第２のケース通路形成部３
８を有する第２のケース成形体３５とを備えている。開口側周壁部３１の周縁と底壁側周
壁部３６の周縁とが接合されることによりケース本体２１が形成されている。第１のケー
ス通路形成部３３と第２のケース通路形成部３８とが接合されることによりケース通路４
０が形成されている。
【００６０】
　こうした構成によれば、第１のケース通路形成部３３と第２のケース通路形成部３８と
が接合されることによりケース通路４０が形成される。このため、ケース通路４０の形状
が複雑で型抜きが難しい場合であっても、ケース２０を容易に形成することができる。
【００６１】
　（１１）キャップ５０は、開口側周壁部６１及び第１のキャップ通路形成部６２を有す
る第１のキャップ成形体６０と、頂壁５４、頂壁側周壁部６６、及び第２のキャップ通路
形成部６７を有する第２のキャップ成形体６５とを備えている。開口側周壁部６１の周縁
と頂壁側周壁部６６の周縁とが接合されることによりキャップ本体５１が形成されている
。第１のキャップ通路形成部６２と第２のキャップ通路形成部６７とが接合されることに
よりキャップ通路７０が形成されている。
【００６２】
　こうした構成によれば、第１のキャップ通路形成部６２と第２のキャップ通路形成部６
７とが接合されることによりキャップ通路７０が形成される。このため、キャップ通路７
０の形状が複雑で型抜きが難しい場合であってもキャップ５０を容易に形成することがで
きる。
【００６３】
　（１２）ケース２０は、開口側周壁部３１及び第１のインレットダクト半割部３２を有
する第１のケース成形体３０と、ケース本体２１の底壁２４、底壁側周壁部３６、及び第
２のインレットダクト半割部３７を有する第２のケース成形体３５とを有している。開口
側周壁部３１の周縁と底壁側周壁部３６の周縁とが接合されることによりケース本体２１
が形成されている。第１のインレットダクト半割部３２の周縁と第２のインレットダクト
半割部３７の周縁とが接合されることによりインレットダクト２６が形成されている。
【００６４】
　こうした構成によれば、ケース本体２１にインレットダクト２６が一体に形成されてい
るため、ケースのインレットに対して別体のインレットダクトを接続する従来の構成とは
異なり、吸気通路の内周面には当該接続に起因した段差が生じない。したがって、エアの
流れの乱れを抑制することができる。
【００６５】
　また、インレットダクト２６がケース本体２１と一体であることから、キャップ５０の
みを持ち上げて開閉することができる。このため、フィルタエレメント８０の交換作業性
が損なわれない。
【００６６】
　ただし、インレットダクト２６がケース本体２１と一体であると、インレットダクト２
６の形状が複雑で型抜きが難しい場合には、ケース２０の成形が困難となる。
　この点、上記構成によれば、開口側周壁部３１及び第１のインレットダクト半割部３２
を有する第１のケース成形体３０と、底壁２４、底壁側周壁部３６、及び第２のインレッ
トダクト半割部３７を有する第２のケース成形体３５とを接合することにより、ケース２
０が形成される。このため、各ケース成形体３０，３５を容易に成形することができ、ケ
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ース２０を容易に形成することができる。
【００６７】
　（１３）インレットダクト２６は、折り返し部２９を有している。
　インレットダクト２６が折り返し部２９を有する場合には、その延在方向に沿った型抜
きが困難となる。
【００６８】
　この点、上記構成によれば、インレットダクト２６が第１のインレットダクト半割部３
２と第２のインレットダクト半割部３７との分割構造とされているため、インレットダク
ト２６が一体に形成されたケース２０を容易に形成することができる。
【００６９】
　（１４）インレットダクト２６は、ケース本体２１の周壁２３の前面に接続されるとと
もに周方向に沿って延在する接続部２６１と、接続部２６１から前側に向けて膨出された
膨出部２６２と、膨出部２６２における周方向の一端に接続されて同周方向に沿って延在
する第１の延在部２７とを有している。エアの流路断面積が、第１の延在部２７から接続
部２６１に向けて徐々に大きくされている。
【００７０】
　こうした構成によれば、エアは、インレットダクト２６の第１の延在部２７、膨出部２
６２、及び接続部２６１を通じて、ケース本体２１の内部に導入される。このとき、エア
の流路断面積が、第１の延在部２７から接続部２６１に向けて徐々に大きくなることから
、エアの圧力の急激な低下を抑制することができ、エアの流れの乱れを抑制することがで
きる。
【００７１】
　（１５）第１のケース成形体３０には、半割筒状の第１のレゾネータ半割部３４が形成
されている。第２のケース成形体３５には、半割筒状の第２のレゾネータ半割部３９が形
成されている。第１のレゾネータ半割部３４の周縁と第２のレゾネータ半割部３９の周縁
とが接合されることによりヘルムホルツのレゾネータ４８が形成されている。
【００７２】
　こうした構成によれば、インレットダクト２６に対してレゾネータ４８が一体に形成さ
れているため、インレットダクト２６に対してレゾネータ４８を別途、取り付ける工程が
不要となる。
【００７３】
　＜変形例＞
　なお、上記実施形態は、例えば以下のように変更することもできる。
　・インレットダクト２６とレゾネータ４８とを別体にて形成することもできる。この場
合、インレットダクトにレゾネータを接続すればよい。
【００７４】
　・ケース本体２１とインレットダクト２６とを別体にて形成することもできる。この場
合、ケースのインレットにインレットダクトを接続すればよい。
　・ケース通路４０やキャップ通路７０の形状を適宜変更することができる。例えば、ケ
ース通路及びキャップ通路をそれぞれ縦穴部のみによって形成するようにしてもよい。
【００７５】
　・キャップ本体５１の周壁５３がある程度の高さを有するものであれば、キャップ通路
の下流側端部をキャップ本体の周壁の上部、すなわちフィルタエレメント８０の濾過部８
１から離間した部位に接続するようにしてもよい。
【００７６】
　・キャップ本体５１の外周壁５７の切欠部５８を省略することもできる。
　・クリップ９１を省略することもできる。すなわち、ホース９０がケース通路４０の下
流側端部４５に対して固定されていなくてもよい。
【００７７】
　・上記実施形態では、ケース通路４０の下流側端部４５とキャップ通路７０の上流側端
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部７２とが同一軸線上に位置するものについて例示したが、下流側端部４５と上流側端部
７２とが同一軸線上にないものであってもよい。この場合、複数の屈曲部を有するホース
を採用すれば、ケース通路の下流側端部とキャップ通路の上流側端部とを接続することが
できる。この場合であっても、特殊なホースの長さを短くすることができ、エアクリーナ
の周辺の構成を簡単にすることができる。
【００７８】
　・ケース通路がケース本体の内部に形成されていてもよい。また、キャップ通路がキャ
ップ本体の内部に形成されていてもよい。
【符号の説明】
【００７９】
　１０…エアクリーナ、２０…ケース、２１…ケース本体、２２…開口、２３…周壁、２
４…底壁、２５…フランジ、２６…インレットダクト、２６１…接続部、２６２…膨出部
、２７…第１の延在部、２８…第２の延在部、２９…折り返し部、３０…第１のケース成
形体、３１…開口側周壁部、３２…第１のインレットダクト半割部、３３…第１のケース
通路形成部、３４…第１のレゾネータ半割部、３５…第２のケース成形体、３６…底壁側
周壁部、３７…第２のインレットダクト半割部、３８…第２のケース通路形成部、３９…
第２のレゾネータ半割部、４０…ケース通路、４１…上流側縦穴部、４２…上流側端部、
４３…横穴部、４４…下流側縦穴部、４５…下流側端部、４６…天井面、４８…レゾネー
タ、４９…被掛止部、５０…キャップ、５１…キャップ本体、５２…開口、５３…周壁、
５４…頂壁、５５…フランジ、５６…アウトレット、５７…外周壁、５８…切欠部、６０
…第１のキャップ成形体、６１…開口側周壁部、６２…第１のキャップ通路形成部、６３
…第１のアウトレット成形部、６５…第２のキャップ成形体、６６…頂壁側周壁部、６７
…第２のキャップ通路形成部、６８…第２のアウトレット成形部、７０…キャップ通路、
７１…縦穴部、７２…上流側端部、７３…横穴部、７４…下流側端部、７５…天井面、７
９…支持部、８０…フィルタエレメント、８１…濾過部、８２…シール部、９０…ホース
（接続部材）、９１…クリップ、９５…クランプ。
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